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深
化
に
も
、
さ
ら
に
積
極
的

に
取
り
組
む
。具
体
的
に
は
、

セ
ミ
ナ
ー
、
工
場
見
学
会
、

交
流
会
な
ど
を
各
地
で
開
催

し
、
地
方
か
ら
で
も
、
あ
る

い
は
現
場
の
人
で
も
参
加
し

や
す
い
形
態
と
し
て
い
く
。

　

継
続
事
業
と
し
て
、
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
の
ほ

か
、
会
員
企
業
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
計

測
事
業
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
事
業
を
推
進
す

る
。
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
事
業
は
、
参
加
企
業
数

が
伸
び
な
い
た
め
、
日
本
Ｗ

Ｐ
Ａ
独
自
の
シ
ス
テ
ム
認
証

制
度
か
ら
個
品
別
認
証
制
度

に
変
更
し
た
。

　

会
員
お
よ
び
対
外
へ
の
情

報
発
信
は
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
。

　

定
期
総
会
の
冒
頭
に
あ
い

さ
つ
し
た
田
畠
会
長
は
「
日

本
Ｗ
Ｐ
Ａ
の
設
立
か
ら
15

年
、
法
人
化
か
ら
７
年
が
経

っ
た
。
こ
の
１
年
も
、
事
務

局
長
の
交
代
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
変
化
が
あ
っ
た
。
小
川

（
勇
造
）事
務
局
長
体
制
で
、

新
生
Ｗ
Ｐ
Ａ
と
し
て
８
年
目

も
変
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
７
期

の
主
な
活
動
に
触
れ
た
。

　

田
畠
会
長
を
議
長
に
第
７

期
（
平
成
28
年
度
）
の
事
業

・
決
算
報
告
、第
８
期
（
平
成

29
年
度
）の
事
業
計
画
案
・
予

算
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

７
期
は
、
水
な
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ

─
Ｕ
Ｖ
印
刷
と
印
刷
機
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し

た
。

　

Ｕ
Ｖ
印
刷
の
普
及
が
進
む

	

	

　

熊
本
県
印
刷
工
業
組
合
の

藤
井
直
樹
理
事
長
か
ら
は
、

今
回
の
総
会
が
熊
本
県
で
開

か
れ
た
こ
と
に
謝
意
が
述
べ

ら
れ
た
。
ま
た
、「
組
合
員

20
社
で
グ
ル
ー
プ
補
助
金
を

申
請
し
適
用
さ
れ
た
が
、
人

手
不
足
感
が
強
く
、
復
旧
工

事
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な

い
」
と
、
復
興
へ
の
取
組
み

が
道
半
ば
で
あ
る
こ
と
も
報

告
さ
れ
た
。

　

東
レ
印
写
シ
ス
テ
ム
販
売

部
の
松
本
俊
光
部
長
が
、
日

本
Ｗ
Ｐ
Ａ
の
一
層
の
発
展
を

祈
念
し
て
締
め
を
行
っ
た
。

	

敷島社長

小田原社長

復興支援を兼ね、熊本で総会・見学会日本ＷＰＡ

水
な
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ー
Ｕ
Ｖ
印
刷

印
刷
機
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進

ノ
ン
Ｖ
Ｏ
Ｃ
ロ
ゴ
の
普
及
へ

総
　
会

中
、
版
材
、
イ
ン

キ
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
な
ど
の
諸
資
材

の
改
良
が
進
み
、

ま
た
印
刷
機
、
Ｕ

Ｖ
装
置
の
高
性
能

化
も
あ
り
、
新
た

に
水
な
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ
印

刷
を
開
始
す
る
会
社
が
出
て

き
て
い
る
。

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
し
た
印
刷
機

の
復
活
の
実
例
が
数
多
く
出

て
い
る
。
印
刷
品
質
の
向
上

・
安
定
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
保
有
資
源
の
有
効
利
用

な
ど
経
営
面
で
の
貢
献
も
大

き
く
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
た
会
員
企
業
か
ら
の

評
価
は
非
常
に
高
い
。

　

さ
ら
に
、
印
刷
機
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─
Ｕ

Ｖ
装
置
を
後
付
け
し
て
水
な

し
Ｕ
Ｖ
印
刷
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
産
性
が
一
層
向
上

し
、
油
性
イ
ン
キ
関
連
の
ト

ラ
ブ
ル
が
解
消
、
納
期
対
応

も
可
能
に
な
る
。

　

今
後
の
大
き
な
流
れ
に
な

ろ
う
と
し
て
お
り
、
日
本
Ｗ

Ｐ
Ａ
の
会
員
数
増
加
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
（
７
期
は
正

会
員
３
社
、
協
賛
会
員
２
社

の
新
規
加
入
）。

　

昨
年
12
月
に
は
、
来
場
者

17
万
人
の
環
境
展
示
会
「
エ

コ
プ
ロ
２
０
１
６
」
に
出
展

し
、
水
な
し
印
刷
、
バ
タ
フ

ラ
イ
ロ
ゴ
の
普
及
に
努
め

た
。
エ
コ
プ
ロ
展
で
は
、
小

学
生
向
け
に
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
が

独
自
に
制
作
し
た
「
エ
コ
か

る
た
」
を
使
い
、
か
る
た
大

会
を
開
く
な
ど
、
環
境
の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
っ
た
。

エ
コ
か
る
た
は
、
会
員
各
社

が
地
元
の
学
校
や
教
育
団
体

へ
の
寄
贈
を
実
施
し
た
。

　

２
０
０
９
年
に
開
始
し
た

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

に
は
、
32
社
が
参
加
し
、
２

６
６
件
の
申
請
、
合
計
６
１

１
ト
ン
を
オ
フ
セ
ッ
ト
し

た
。
累
計
の
総
実
績
量
は
５

０
１
8
ト
ン
に
達
し
て
い
る

（
7
月
1
日
現
在
）。

「
か
け
は
し
」
も
運
営
し
て

お
り
、
こ
の
事
業
所
の
就
労

者
た
ち
が
印
刷
現
場
で
真
面

目
で
丁
寧
な
働
き
ぶ
り
を
見

せ
て
い
る
。

　

見
学
会
で
は
、
制
作
・
企

画
室
、
Ｃ
Ｔ
Ｐ
室
、
仮
眠

室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
障
害

者
作
業
施
設
、
印
刷
・
加
工

工
場
と
順
に
回
り
、
社
員
か

ら
説
明
を
受
け
た
。
同
社
で

は
少
数
精
鋭
主
義
を
採
っ
て

お
り
、
複
数
の
印
刷
機
を
だ

れ
で
も
扱
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
５
～
６
名
と

少
な
い
制
作
ス
タ
ッ
フ
も
、

　

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
は
８
期
も
積
極
的
に
推
進

し
、
新
規
の
参
加
者
を
募
集

す
る
。
ま
た
、
取
り
扱
う
地

産
地
消
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
種
類

も
増
や
し
て
い
く
。
今
期
に

入
り
、
岡
山
市
が
創
出
し
た

地
産
地
消
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取

扱
い
を
新
た
に
開
始
し
た
。

　

８
期
の
新
規
事
業
と
し
て

は
、
ま
ず
省
電
力
Ｕ
Ｖ
イ
ン

キ
の
「
Ｎ
Ｏ
Ｎ	

Ｖ
Ｏ
Ｃ
ロ

ゴ
」（
商
標
登
録
）
を
印
刷

業
界
の
統
一
マ
ー
ク
と
し
て

普
及
さ
せ
て
い
く
。
植
物
油

イ
ン
キ
に
比
べ
て
よ
り
環
境

優
位
性
の
あ
る
省
電
力
Ｕ
Ｖ

印
刷
を
訴
求
し
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
認
知
度
を
高
め
、
受

注
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

現
在
、
制
作
準
備
を
進
め

て
い
る
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
は
、
印

刷
会
社
向
け
と
一
般
（
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
）
向
け
の
２
部
構

成
で
、
各
２
分
程
度
の
内
容

と
す
る
。
印
刷
会
社
向
け
に

は
収
益
性
の
向
上
、
人
材
育

成
の
短
期
化
、
品
質
の
安
定

な
ど
、
一
般
向
け
に
は
環
境

優
位
性
、
高
品
質
な
印
刷
を

訴
求
す
る
内
容
と
な
る
。

　

バ
タ
フ
ラ
イ
ロ
ゴ
の
シ
ー

ル
は
す
で
に
制
作
さ
れ
、
会

員
に
配
布
さ
れ
た
。
水
な
し

印
刷
物
の
梱
包
材
な
ど
に
貼

る
こ
と
で
、
バ
タ
フ
ラ
イ
ロ

ゴ
の
普
及
を
図
る
。

　

日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
は
、
今
年
も

12
月
に
「
エ
コ
プ
ロ
２
０
１

７
」
に
出
展
す
る
。
今
ま
で

以
上
に
費
用
対
効
果
を
高
め

る
工
夫
を
す
る
。

　

ま
た
、
水
な
し
印
刷
に
関

す
る
技
術
、
経
営
情
報
の
共

有
化
、
会
員
相
互
の
交
流
の

プ
リ
ン
ト
ネ
ッ
ト
社
長
が
講
演

生
き
残
り
の
考
え
方
語
る

　

講
演
会
で
は
、
プ
リ
ン
ト

ネ
ッ
ト（
本
社
・
鹿
児
島
市
）

の
小
田
原
洋
一
社
長
が
「
中

小
印
刷
企
業
の
生
き
残
り

方
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

同
社
は
小
さ
な
家
族
経
営

の
会
社
で
あ
っ
た
が
、
２
０

す
る
た
め
、
デ
ー
タ
入
稿
か

ら
刷
版
出
力
ま
で
一
切
人
手

を
介
さ
な
い
全
自
動
フ
ロ
ー

の
サ
イ
ト
も
開
設
し
た
。

　

経
営
戦
略
に
お
い
て
は
、

金
融
機
関
と
の
交
渉
に
よ
り

不
動
産
担
保
や
代
表
者
保
証

の
解
除
、
低
金
利
借
入
れ
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

　

小
田
原
社
長
は
、
中
小
印

刷
企
業
の
生
き
残
り
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
経
営
統
合

も
含
め
た
企
業
同
士
の
業
務

資
本
提
携
、
共
同
資
材
仕

入
、
シ
ス
テ
ム
連
携
、
グ
ル

ー
プ
間
で
の
受
発
注
や
人
材

派
遣
な
ど
を
挙
げ
、「
数
社

で
協
力
し
て
利
益
率
の
高
い

企
業
に
成
長
さ
せ
、
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
語
っ
た
。

０
５
年
に
印
刷
通
販
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
従
業

員
２
８
０
名
、
印
刷
通
販
で

第
３
位
の
会
社
に
成
長
し

た
。
２
０
１
６
年
度
は
売
上

高
59
億
円
、
経
常
利
益
５
・

２
億
円
。
２
０
１
７
年
10
月

期
の
予
想
は
、
売
上
高
70
億

円
、
経
常
利
益
７
億
円
と
な

っ
て
い
る
。
小
田
原
社
長
は

「
印
刷
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
将
来
像

に
掲
げ
る
。

　

鹿
児
島
県
に
九
州
工
場
、

山
梨
県
に
東
京
西
工
場
（
第

１
・
第
２
）が
あ
る
。水
な
し

４
色
機
１
台
で
月
間
５
６
０

０
版
を
記
録
し
た
際
の
、

「
あ
と
で
印
刷
機
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
問
題
が
あ
っ
た
こ

と
が
発
覚
し
た
の
だ
が
、
そ

れ
で
も
、
水
を
使
わ
な
い
の

で
ロ
ー
ラ
ー
が
へ
た
ら
ず
、

で
き
て
し
ま
っ
た
」
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
し
た
。

　

営
業
戦
略
で
は
、高
品
質
、

短
納
期
、安
心
、迅
速
な
対
応

力
を
重
視
し
、
低
価
格
に
よ

る
勝
負
は
避
け
て
き
た
。
最

近
で
は
、競
合
他
社
に
対
抗

懇
親
会

　

懇
親
会
で
は
、
奥
継
雄
副

会
長
が
あ
い
さ
つ
と
乾
杯
発

声
を
行
い
、親
睦
を
深
め
た
。

　

新
入
会
員
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
の
は
、
富
士
美
術
（
小

栁
富
士
夫
社
長
、
大
阪
市
東

成
区
）
と
キ
ン
グ
印
刷
（
伊

東
邦
彦
社
長
、
福
島
市
）。

　

昨
年
９
月
か
ら
水
な
し
Ｌ

Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ
印
刷
を
開
始

し
、
す
で
に
仕
事
の
９
割
を

水
な
し
で
行
っ
て
い
る
富
士

美
術
の
小
栁
社
長
は
「
始
め

る
前
は
大
変
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
今
は
、
な
ん
で
も
っ

と
早
く
や
ら
な
か
っ
た
の
か

と
思
っ
て
い
る
。
原
価
は
上

が
っ
た
が
、
見
当
性
の
良
さ

に
よ
る
作
業
効
率
ア
ッ
プ
や

ク
レ
ー
ム
の
減
少
な
ど
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
効
果
は
そ
れ

以
上
」
と
話
す
。

　

キ
ン
グ
印
刷
の
伊
東
社
長

は
「
こ
の
３
年
間
で
大
小
15

台
の
印
刷
機
を
出
し
、
今
は

５
台
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ
印
刷

機
だ
け
で
回
し
て
い
る
。
福

島
も
ま
だ
ま
だ
大
変
。
応
援

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

 

水
な
し
で
高
い
作
業
性

震
災
か
ら
の
復
興
、力
強
く

打
合
せ
か
ら
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

ワ
ー
ク
ま
で
全
員
が
一
人
何

役
も
こ
な
す
。
だ
れ
か
が
急

に
休
ん
で
も
代
わ
れ
る
利
点

も
あ
る
と
い
う
。

　

水
な
し
印
刷
は
ア
キ
ヤ
マ

製
８
色
両
面
機
を
メ
イ
ン

に
、
東
京
か
ら
の
ロ
ッ
ト
の

大
き
な
仕
事
を
主
に
行
っ
て

い
る
。
水
な
し
・
水
あ
り
の

比
率
は
約
７
対
３
。
20
～
30

万
部
の
大
ロ
ッ
ト
受
注
も
あ

り
、
そ
の
場
合
は
版
を
２
～

３
セ
ッ
ト
用
意
し
て
対
応
し

て
い
る
。

　

９
年
前
に
８
色
両
面
機
を

導
入
す
る
際
、「
い
ろ
い
ろ

研
究
し
た
が
、
水
な
し
で
な

け
れ
ば
見
当
が
合
わ
な
い
と

い
う
結
論
に
達
し
た
」（
敷
島

社
長
）。営
業
面
で
は
、
環
境

に
や
さ
し
い
水
な
し
印
刷
も

売
り
に
し
て
い
る
。

　

担
当
す
る
印
刷
オ
ペ
レ
ー

タ
は
「
東
レ
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
も
あ
り
、
導
入
し
て
す
ぐ

実
稼
働
に
入
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
立
ち
上
が
っ
た
。
水
の
管

理
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
で

作
業
性
が
良
く
、
温
度
管
理

さ
え
注
意
し
て
お
け
ば
い
い

の
で
精
神
的
に
も
楽
に
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
は
６
月
16

日
、
定
期
総
会
の
前
に
工
場

見
学
会
を
行
い
会
員
企
業
で

あ
る
敷
島
印
刷
（
敷
島
武
法

社
長
、
熊
本
県
宇
城
市
）
を

訪
れ
た
。
２
０
０
９
年
か
ら

水
な
し
印
刷
で
運
用
す
る
８

色
両
面
印
刷
機
ほ
か
、
工
場

内
を
く
ま
な
く
見
学
。
第
32

期
の
経
営
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
「
奇
跡
の
復
活
」
の
言
葉

を
掲
げ
て
い
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
同
社
も
熊
本
地
震

で
被
災
し
て
お
り
、
敷
島
社

長
は
復
興
に
か
け
る
思
い
を

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

「
地
震
が
発
生
し
た
時
、

夜
勤
で
働
い
て
い
た
社
員
も

い
た
。
幸
い
に
し
て
人
的
な

被
害
は
な
か
っ
た
が
、
最
終

的
に
建
物
の
工
事
、
機
械
の

修
理
な
ど
で
２
７
０
０
万
円

ほ
ど
の
費
用
が
か
か
っ
た
。

工
場
の
１
階
を
見
て
お
分
か

り
い
た
だ
け
た
と
思
う
が
、

支
柱
が
や
ら
れ
、
補
修
し
た

た
め
に
途
中
が
膨
ら
ん
だ
形

に
な
っ
て
い
る
。
本
当
は
き

ち
ん
と
工
事
を
し
て
直
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う

が
、
費
用
の
問
題
も
あ
り
、

最
低
限
で
き
る
範
囲
で
終
え

た
と
こ
ろ
だ
。
１
年
前
は
、

の
仕
事
が
売
上
の
半
分
ほ
ど

を
占
め
て
い
る
が
、
も
う
少

し
熊
本
の
割
合
を
増
や
す
た

め
に
、
頑
張
っ
て
良
い
仕
事

を
や
っ
て
い
き
た
い
」

　

ま
た
、
工
場
を
案
内
し
て

く
れ
た
社
員
に
よ
る
と
、

「
４
本
の
支
柱
に
ヒ
ビ
が
入

り
、
補
強
を
行
っ
た
。
印
刷

機
は
、
ア
ン
カ
ー
ご
と
外
れ

て
あ
り
得
な
い
方
向
に
動
い

た
。
水
平
も
全
部
取
り
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

が
、
地
震
か
ら
３
、
４
日
後

に
は
稼
働
ま
で
持
っ
て
い
け

た
。
当
社
は
ま
だ
被
害
が
少

な
か
っ
た
方
だ
」と
の
こ
と
。

　

敷
島
社
長
が
話
す
よ
う

に
、
同
社
は
東
京
支
社
（
竹

橋
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ

こ
の
ま
ま
経
営
を
続
け
る
べ

き
か
、
そ
れ
と
も
止
め
た
方

が
い
い
の
か
、
そ
ん
な
こ
と

ま
で
考
え
る
よ
う
な
状
況
だ

っ
た
。
で
も
、
周
り
の
業
者

さ
ん
も
み
ん
な
頑
張
っ
て
い

る
し
、
熊
本
県
も
少
し
ず
つ

立
ち
直
っ
て
い
る
の
で
、
な

ん
と
か
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

た
。
当
社
は
東
京
方
面
か
ら

ー
内
）
を
通
じ
て
関
東
圏
か

ら
の
仕
事
の
依
頼
が
増
え
、

そ
れ
ら
を
す
べ
て
熊
本
の
工

場
で
製
造
し
て
い
る
。
福
岡

市
に
も
支
店
が
あ
り
、
受
注

に
関
し
て
は
幅
広
い
営
業
網

を
持
つ
こ
と
が
震
災
後
の
支

え
と
な
っ
た
。

　

課
題
は
製
造
面
だ
っ
た

が
、
敷
島
社
長
を
先
頭
に
全

社
員
一
丸
と
な
っ
て
力
を
結

集
し
乗
り
越
え
た
。
工
場
に

は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
顔

写
真
を
入
れ
た
「
現
場
力
」

と
大
書
き
し
た
ポ
ス
タ
ー
が

至
る
と
こ
ろ
に
貼
ら
れ
て
お

り
、
職
場
の
士
気
を
高
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
敷
島
印
刷
で
は
、

就
労
継
続
支
援
Ａ
事
業
所

敷島印刷
見学会

東京からの中・大ロット仕事を主に
こなす水なし 8 色両面印刷機

商標登録したNON VOCロゴ

総会のもよう

　

日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
は
こ
の
ほ
ど
、
水
な
し
印
刷

の
象
徴
で
あ
る
「
バ
タ
フ
ラ
イ
ロ
ゴ
」
の
認

知
度
向
上
を
目
指
し
て
、
ロ
ゴ
の
シ
ー
ル
を

制
作
し
、
会
員
に
配
布
し
た
。

　

シ
ー
ル
は
、
蝶
の
鮮
や
か
な
赤
が
印
象
的

な
仕
上
が
り
。
水
な
し
印
刷
の
印
刷
物
を
小

口
梱
包
す
る
場
合
や
、
段
ボ
ー
ル
、
シ
ュ
リ

ン
ク
包
装
で
出
荷
す
る
際
に
、
外
面
に
貼
り

付
け
る
た
め
の
シ
ー
ル
で
、
印
刷
物
を
受
け

取
り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
開
梱
す
る
際
、
自

然
に
シ
ー
ル
が
目
に
付
く
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

　

制
作
は
、
会
員
企
業
の
ヨ
ネ
ヤ
マ
シ
ー
ル

印
刷
（
新
潟
県
三
条
市
）
が
担
当
し
た
。

バ
タ
フ
ラ
イ
ロ
ゴ
の

　
　
　
シ
ー
ル
を
制
作

梱
包
材
に
貼
り
認
知
を
高
め
る

田畠会長

　

一
般
社
団
法
人
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
（
田
畠
久
義

会
長
、
日
本
水
な
し
印
刷
協
会
、
会
員
１
３

５
社
）
は
６
月
16
日
、
第
７
期
定
期
総
会
を

熊
本
市
内
で
開
催
し
た
。
熊
本
地
震
か
ら
の

復
興
支
援
を
兼
ね
た
も
の
で
、
熊
本
県
印
刷

工
業
組
合
の
協
力
を
得
て
、
熊
本
県
、
福
岡

県
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
60
名
以
上
の
盛

況
だ
っ
た
。
総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
工

場
見
学
会
で
は
、
会
員
企
業
で
あ
る
敷
島
印

刷
を
訪
問
し
た
。
総
会
後
に
は
、
印
刷
通
販

大
手
、
プ
リ
ン
ト
ネ
ッ
ト
の
小
田
原
洋
一
社

長
に
よ
る
講
演
会
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
翌

17
日
は
親
睦
ゴ
ル
フ
会
を
開
い
た
。


